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	日本政策投資銀行の環境格付けで最高ランクを取得
優遇条件での融資を実現


　　　　　三菱樹脂株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本　社：東京都千代田区丸の内2-5-2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　長：神尾 章
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資本金：２１５億円
三菱樹脂株式会社は、日本政策投資銀行が新たに設定した、環境格付けの専門手法を導入した世界で初めての融資制度「環境配慮型経営促進事業」を活用するための事前審査で最高ランクの評価をいただき、低利での融資を受けました。当社が本制度を使用した最初の企業となります。

　企業による環境保全活動・環境配慮型経営への社会的関心が高まる中、当社は、環境経営を重点課題の一つとして位置づけ、これまでもレスポンシブル・ケア活動を中心に展開を図ってまいりました。この結果、当社は、ISO14001の認証取得、埋め立て廃棄物完全ゼロ、労働安全マネジメントシステム「OHSAS18001」の取得を全工場において達成し、また、業界で初めて定量基準を明確にした環境配慮型商品規格と環境ラベルを制定するなど、着実に実績を上げてまいりました。

　しかしながら、これまでこれらの環境活動・環境配慮型経営は、企業イメージ改善などが先行し、経済的メリットの創出については具体的な成果が出にくいものでした。この度、日本政策投資銀行においては、環境経営への転換を促進するため、環境、コンプライアンスなどへの取組状況の格付けを行い、高い評価を得た企業については、金利の優遇措置を適用する新たな融資制度が設定されました。当社は、本制度への参加のため審査を受けました結果、当社の環境活動は最高ランクである「環境への配慮に対する取組みが特に先進的」との評価をいただくことができました。これにより、当該優遇措置を受けることが可能となりました。

　これまでも「市民としての企業」の観点から、環境問題の解決、環境に配慮した経営に積極的に取り組んでまいりましたが、環境経営に対する成果が具体的メリットとして業績に反映される動きはより加速していくことが予想されることから、環境活動は一層重要性を増して行くこととなります。当社は、これまで培ってまいりました経験と実績を活用して、より経営に活きる環境活動に取り組んでまいります。
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